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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 20 年１月 11 日の決算発表時に公表した平成 20 年 11 月期（平成 19年 12 月１日～平成 20年 11

月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期連結業績予想数値の修正（平成 19 年 12 月 1 日 ～ 平成 20 年 11 月 30 日） 

 
売上高 

（百万円）

営業利益 

（百万円）

経常利益 

（百万円）

当期純利益 

（百万円） 

１株当たり 

当期純利益(円)

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 144,850 1,320 1,327 235 5.97 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 142,585 500 507 △66 △1.68 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △2,265 △820 △820 △301 － 

増 減 率            （％） △1.6 △62.1 △61.8 － － 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 11 月期） 
138,036 1,961 2,647 1,671 42.25 

 

２．修正の理由 

エネルギーサプライ＆ソリューション事業につきましては、原油価格高騰による仕入価格の上

昇に対応し、家庭用料金改定や業務用・工業用の販売価格の是正を積極的に推し進め、収益の確

保に努めました。しかしながら、気温要因等の影響による販売量の減少により、通期業績予想は

売上高 72,655 百万円、営業利益 1,666 百万円を見込んでおります。 

エンジニアリング＆メンテナンス事業につきましては、公共工事の減少に加え、エネルギー、

資材価格等が高騰する大変厳しい状況の中、受注の確保、原価管理の徹底に努めてまいりました

ので、設備工事、土木工事では、当初計画を概ね達成する見込みであります。一方、建築工事で

は、不採算工事の処理による影響がありましたので、セグメント全体での通期業績予想は売上高

27,423 百万円、営業利益 336 百万円を見込んでおります。 

カーライフサポート事業につきましては、輸入自動車の整備サービスは、累計販売台数の増加



に伴い、着実に収益基盤を構築しております。一方、輸入車販売部門では、全国的に輸入車販売

台数が大幅な減少傾向を示す中、当社グループの販売台数も計画を下回る見通しであります。こ

れにより、通期業績予想では、売上高 11,622 百万円、営業利益 45 百万円を見込んでおります。 

アニマルヘルスケア事業につきましては、畜産事業者へのＨＡＣＣＰ（食品の製造過程の管理

の高度化）導入コンサルタント業務を推進してきましたが、飼料高騰の影響により畜産事業者の

経営が圧迫され動物用医薬品の需要が低迷したことと、期首に開設した関西支店における販売計

画の未達成が見込まれることなどにより、通期業績予想は売上高 18,616 百万円、営業利益 105 百

万円を見込んでおります。 

ロジスティクス事業につきましては、サーラ引越便、機密書類の出張細断サービスなど、地域

密着型運送に注力しましたが、燃料費高騰による収益減が見込まれますので、通期業績予想は売

上高 2,973 百万円、営業利益 35 百万円を見込んでおります。 

ホスピタリティ事業につきましては、平成 20 年 8 月にココラフロント（豊橋駅前再開発事業）、

9月にホテルアークリッシュ豊橋を開業いたしました。当初計画しましたとおり、竣工に伴う減価

償却費及び開業費用が 1,039 百万円発生いたしますが、ブライダル・宴会等は当初計画を上回る

順調な滑り出しとなりました。一方、外食事業の低迷に加え、新しいタイプの宿泊特化型ホテル

である「ホテルデイバイデイ」立ち上げ時の稼働率低迷等により、通期業績予想は、売上高 1,486

百万円、営業利益△1,104 百万円を見込んでおります。 

その他の事業につきましては、自動車部品製造事業において、２輪車のアメリカ輸出減少の影

響がありましたことや、ソフトウェア開発事業が低調に推移したことなどにより、通期業績予想

は、売上高 7,807 百万円、営業利益 175 百万円を見込んでおります。 

以上、各事業の状況により、当期末修正連結業績予想は、売上高 142,585 百万円（前回予想

144,850 百万円）、営業利益 500 百万円（前回予想 1,320 百万円）、経常利益 507 百万円（前回予想

1,327 百万円）、当期純利益△66 百万円（前回予想 235 百万円）を見込んでおります。 

 

３．期末配当について 

期末配当につきましては、当初予想のとおり１株当たり５円（中間配当金５円と合わせて年 10

円）を実施する予定であります。 

 

 

以 上 

 


